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序

本書は、小田郡矢掛町里山田に所在する清水谷遺跡ほかの発掘調脊報告書です。

この調査は、県営矢掛町圃場整備事業に先だって事業予定地内にある埋蔵文化財の保護・保存のた

めの基礎資料を得るため、平成9年度国庫補助事業としておこないました。

岡山県の南西部に位置する矢掛町は、町の中央を流れる小田川とそれに沿って通る旧山陽道によっ

て東西の交通が盛んで、江戸時代には宿場町として栄えました。現在も市街地には国の重要文化財に

指定されている本陣や脇本陣の建物が残されており、当時の面影を今に伝えています。

この度調査をした里山田地区は、この市街地の小田川を挟んだ南側に広がる広大な穀倉地帯で、現

在も条里が残された水田景観が広がっています。

調査の結果、水田の西側に南北に連なる山塊の東裾を中心に、弥生時代から中世の竪穴住居や柱穴

列、濡といった集落に関連した遺構と、縄紋時代以降の土器や石器などの遺物が確認されました。

特に、今回新たに確認した微高地上には、弥生時代前期後半の溝と石器製作跡などを確認し、比較

的早くから集落が営まれていた様子がうかがいしれました。

これらの調査成果を収載した本書が、学術研究に寄与するだけでなく、地域の歴史や文化財の保

護•活用の一助となれば幸いと存じます。

最後になりましたが、調査および報告書の作成にあたり、文化庁文化財調査官ならびに岡山県文化

財保護審議会委員の先生方から種々の御教示と御指導を賜りました。記して、厚くお礼申し上げま

す。

また、調脊にあたっては矢掛町役場、矢掛町教育委員会ならびに地権者の皆様に多大なご支援とご

助力をいただきました。あわせてお礼申し上げる次第であります。

平成10年3月

岡山県古代吉備文化財センター

所長藪本克之



例 ロ

1 . 本報告書は、岡山県小田郡矢掛町里山田における県営圃場整備事業に伴い、岡山県教育委員会が

平成9年度国庫補助を受けて、岡山県古代吉備文化財センターが確認調査を実施した清水谷遺跡ほ

かの発掘調脊報告書である。

2. 清水谷遺跡ほかは、小田郡矢掛町里山田1095外に所在する。

3. 確認調査は岡山県古代吉備文化財センター職員杉山一雄が担当し、平成9年11月4日から平成10

年1月29日まで実施した。その調査面積は410rrfである。

4. 調査にあたっては、文化庁文化財調査官の小池伸彦、岡山県文化財保護審議会委員の水内昌康・

近藤義郎の各氏から有益なご指導、ご助言をいただいた。記して深く感謝の意を表する次第であ

る。

5. 本報告書の作成・執筆・編集は、岡山県古代吉備文化財センターにおいて杉山が行った。

6. 遺物の復元• 実測についてはセンター職員の方々の協力を得た。また、遺物写真の撮影について

は江尻泰幸氏に、浄書は田中淑子氏の協力と援助を仰いだ。

7. 確認調査・報告書作成にあたっては、下記の機関・諸氏からご支援• ご助言をいただいた。記し

て厚く御礼申し上げる次第である。

井笠地方振興局、矢掛町役場、矢掛町教育委員会、妹尾護、武田恭彰、地元地権者の方々。

8. 本報告脅に関係する出土遺物ならびに図面・写真等は、岡山県古代吉備文化財センター（岡山市

西花尻1325-3)において保管している。



凡例

1 . 本報告書にもちいた高度は海抜高であり、圃場整備事業計画図に掲載されているベンチマークの

面抜高を援用した。また、北方位は第 1~3·57図が真北でその他は磁北であり、遺跡付近の磁北

は西偏約6度50分を測る。

2. 本報告書の遺構および遺物実測図の縮尺は基本的に以下のように統一している。

遺構

平• 断面 1 /60・1 /30 

遺物

土器、 1/4 土製品・石器・鉄器 1/2 

3. 本報告書に掲載した遺構実測図で、上層断面図のみ掲載したものについては、図上に士層の示す

方位を以下のように略して付している。

東： E (East) 西： W (West) 南： S (South) 北： N (North) 

4. 本報告書に掲載した遺物番号については、土器、土製品、石器、鉄器にわけて通し番号を付し、

土器以外については番号の前に下記の記号を付している。

土製品： C (Cray) 石器： S (Stone) 鉄器： I (Iron) 

5. 本報告書に掲載した土器実測図のうち、中軸線の左右に白抜きのある図は、口径の不確かなもの

である。また、小片の土器が多いため鋲きの不確かなものも多い。

6. 本報告書に掲載した地図のうち、第 1図は国士地理院発行の 1/25,000地形図「矢掛」を縮小・複

製し、加筆したものである。
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第1節調査に至る経緯

第 l章調杏および報告書作成の経緯と体制

第 1節調査に至る経緯

小田郡矢掛町里山田地内の土井・畑中•清水谷・土生の各地区において県営圃場整備事業（担い手

育成基盤事業）が計画されたことに伴い、平成8年 9月、岡山県教育委員会と井笠地方振興局による

協議を行った。この結果、当該地内の丘陵東裾の地区で周知されている清水谷遺跡以外に、小田川右

岸の平地にある土生地区においても遺物が広く散布している状況から、事業予定地内全面についてエ

事着工に先立って確認調査を実施することとなった。

この協議にもとづき、岡山県教育委員会では、工事施工前に遺跡の規模・状況等を明らかにし、遺

跡保存の協議資料を得るため、平成9年度国庫補助を受けて確認調査を実施することとした。

第2節調査・報告書作成の体制

確認調査は、岡山県古代吉備文化財センターが岡山県教育委員会の依頼を受け、文化庁文化財調査

官と岡山県文化財保護審議会委員の指導•助言を得て、平成 9 年11月 4 日から平成10年 1 月 29 日まで

実施した。

また、整理・報告書の作成は平成10年 1月30日から古代吉備文化財センターにおいて調査担当者が

あたった。

調査・整理体制

岡山県教育委員会 〈総務課〉

教育長 黒瀬定生 総務課長 小倉 昇

教育次長 平岩 武 課長補佐

岡山県教育庁文化課 （総務係長事務取扱） 井戸丈二

課 長 高田朋香 主 査 木山伸一

課長代理 西山 猛 〈調査第一課〉

夫多 事 葛原克人 課 長 高畑知功

課長補佐 課長補佐

（埋蔵文化財係係長事務取扱）平井 勝 （第一係係長事務取扱） 江見正己

岡山県古代吉備文化財センター 主 事 杉山一雄

所 長 藪本克之 （調査・整理担当）

次 長 正岡睦夫
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第 1章 調査および報告書作成の経緯と体制

日誌抄

平成9年11月4日 現場立ち上がり。 T48・49

掘り下げ。

11月5日 T44,....__,47掘り下げ。

11月6日 T36・42掘り下げ。

11月7日 T40・43掘り下げ。

11月10日 T 33・35・41掘り下げ。

11月11日 T37,....__,39掘り下げ。

11月12日 T 24・25・30・31掘り下

げ。

11月13日 T 26・32掘り下げ。

11月14日 T 1・27掘り下げ。

11月18日 T 1・28・34掘り下げ。

11月19日 T29掘り下げ。 T46・47埋

戻し。

11月20日 T45・48・49埋戻し。

11月21日 T42・43・47埋戻し。 T38

遺構掘り下げ。

11月25日 T38遺構掘り下げ。 T35埋

戻し。

11月27日 T 2・3・7・8掘り下

げ。

12月 1日 T 6・12・14掘り下げ。 T

12から分銅形士製品出土。

12月2日 Tl5掘り下げ。 T2遺構掘

り下げ。

12月3日 Tl7掘り下げ。 T30・35・

39埋戻し。

12月5日 T 21・50掘り下げ。

12月8日 T 16・22・51掘り下げ。 T

50遺構掘り下げ。

12月9日 T 9・19掘り下げ。

12月10日 TIO・11・18・19掘り下

げ。

12月11日 文化庁文化財調査官視察。

12月12日 T20・-23掘り下げ。
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12月15日 Tl8遺構掘り下げ。 T21か

ら縄紋晩期突帯文土器出

土。

12月16日 T 1・41・44埋戻し。 Tl8

遺構掘り下げ。

12月17日 T36埋戻し。

12月18日 T20・23埋戻し。

12月19日 T 11・20・36・40埋戻し。

12月22日 TlO遺構掘り下げ。 T22・

29埋戻し。

12月24日 T 19・21埋戻し。

平成10年 1月6日 T 4・5・52掘り下げ。 T

5遺構検出。 Tl7埋戻し。

1月7日 T 5・52掘り下げ。 T4・

27埋戻し。

1月9日 T 5・10遺構掘り下げ。 T

14・15・32埋戻し。

1月12日 文化財保護専門委員会の開

催。 Tl2埋戻し。

1月13日 T5・6遺構掘り下げ。 T

5・9・24・50埋戻し。

1月14日 T6埋戻し。

1月16日 T 2・18・51・52埋戻し。

T 18ピット 2埋土水洗選

別。

1月19日 T3遺構掘り下げ。 TB・

37・38埋戻し。

1月20日 T 3 . ・7・13・16埋戻し。

1月26日 T 25・26・33・・34埋戻し。

1月27日 T 10・28・34埋戻し。

1月28日 T31埋戻し。発掘器材の清

掃• 片付け。

1月29日 発掘器材の撤収。現場終

了。
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第2章 遺跡の位附と環境

消水谷遺跡ほかは岡山県の南西部に位償する小田郡矢掛町里山田地内に所在している 矢掛町は吉

備裔原の南緑にあたり、そのほとんどを山地が占め、町の南部を東西に流れる小田川流域に細い谷底

平野がわずかにみられる 集格は主に小田川に沿ってつくられたn然堤防上や丘陵裾の緩斜面に営ま

れ、また、小田川に流れ込む多くの小河川によって作られた扇状地が可耕地として利用されている＾

矢掛町内で最も古い人類の生活した痕跡は、清水谷遺跡の南で鴨方町との境に連なる山間部で採集

された旧石器時代のナイフ形石器がある ここでは縄紋時代の石器も採集されているが、小田川に

近い奥迫遺跡では早期の押型文t器が出土しており,2,、早くから活動の舞台であったことがうかがえ

る 後 ・晩期には奥迫遺跡で後期の七器が比較的まとまって見られるぐらいだが、晩期になると本遣

跡や中池ノ内遺跡31で士器が出土するなど遺跡が次第に増加していくようである

弥生時代に入ると、前期には今回の調在で本遺跡で確認した集落と、吉野遺跡で壺棺が出七してい

る(4程度でまだあまり知られていない。中期には本遺跡や大鳥居の散布地、奥迫遺跡といった低丘陵

や小田川の自然堤防上といった地形のところに次第に生活区域を広げていき、後期になると遺跡は一

層増加する。遺跡は丘陵部を中心に多く営まれ、後期前半の上器を多贔に出七した白江遺跡(5)や特殊

器台•特殊壺を出士した芋岡山墳幕群“ などといった遺跡が見られ、小田川流域の拠点的集洛へと発

展していった様子がうかがえる

古墳時代になると集給はまだ明らかではないが多くの古墳が築かれる。前半期には小田川南岸では

箱式石棺をもつ芋岡山古墳群 1、北岸には中山古墳群を中心として全長20-----30m前後の前方後円墳が

数基見られる。後半期には里山田の平地を臨む丘陵上に l::井 1・2号墳、畑中古墳群、橋本古墳群81

といった横穴式石室を t体とした占墳群が築かれる。道々川の上流の奥まったところには一辺20数m

を測る終末期の大型の方墳が築かれ、当地域の勢力の大きさと遥照山を越える南北交通の重要性を物

語っている＾

奈良時代には小田川にそって旧山陽道が通り、これ以降旧山腸道と小田川を用いた物資の交流が盛

んとなっていく 古代の遺跡はこの沿線に多く見られる 町の束端で真備町との町境近くの丘陵には

吉備真備の祖母の銅製骨蔵器が出 I=Lたといわれる下道氏墓所があり、町の西側には小田駅と推定さ

れている毎戸遺跡、毎戸西方遺跡9などがある また、白江遺跡では円面硯が出七しており、官御の存

在が推定されている 10

戦国期には備中国守護代の庄氏とその滅亡後の毛利氏との関係で、小田川を見下ろす丘陵頂部に備

南最大の猿掛城をはじめとして要ガイ山城や茶臼山城など多くの山城が築かれる。そして、近世以降

は宿場町として栄え、現在も本陣と脇本陣が残されている。

註

(1) 間壁忠彦ほか第二章郷いのあけぼの」：矢掛町史 本編n 矢掛町 1982 

(21 高畑知功 奥迫遺跡 ？岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』60 岡山県教育委員会 1985 

(3) 尾上元規―中池ノ内遺跡 u岡山県埋蔵文化財発掘調在報告n108 岡山県教育委員会 1996 

(4) 宇垣匡雅 ，-吉野遺跡,~ 岡山県埋蔵文化財報告：22 岡山県教育委員会 1992 
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(5) 間壁忠彦 l岡山県矢掛町白江遺跡」r倉敷考古館研究集報I第 1号 側倉敷考古館 1966 
(6) 問壁忠彦・問橙殴子岡山県矢掛町芋岡山遺跡調査報告」 i倉敷考古館研究集報～第 3号 御倉敷考古館
1967 

(7) 間壁忠彦「岡山県下の人骨を出土した小古墳六例」『倉敷考古館研究集報：第4号 闘倉敷考古館 1968 
(8) 乎井 勝 「岡山県矢掛町橋本荒神塚（橋本15号墳）の測量調査 l『古代吉備』第19集 古代吉備研究会
1997 

(9) 下澤公明ほか「毎戸西方遺跡・毎戸遺跡 『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告~5 岡山県教育委員会 1974 
(lib 桑田俊明「白江遺跡ほか u岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』80 岡山県教育委員会 1992 

1 . 清水谷遺跡ほか

6. 畑中古墳群

11. 池尻古墳群

16. 中池ノ内遺跡

20. 山城跡

25. 苓臼山城跡

2. 里山l:HF谷遺趾 3. 里山田 t谷遺跡
7. 四項山古墳 8. ::r印山古墳群
12. (liI遺跡 13. 官袷i推定地

17. i[本裕安寺谷 1・2片墳

21. 山城跡 22. 山城跡

26. 蛸の頭古墳 27. 中山 4-7号墳

4. 橋本散布地

9 中世蔭

14. 芋岡山 1・2号頃

18. 安居寺谷古墳群
23. 吉野遺跡

28. 向山古墳

5. ± 井 I・2り墳
10. 橋本古墳群

15. 芋岡山墳g群
19. 小迫大塚

24. 要ガイ山城跳

29. 散布地

第 1図 調査地周辺の地形と主要遺跡 (1/30.000・1/300,000)
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第 1節 潟査区の設定と調介方法

第3章発掘調杏の概要

第 1節 調杏区の設定と調介方法

今回調在を行った地区は、南北に流れる道々川によってつくられた扇状地の北端と小田川の氾濫原

にあたり、矢掛町里山田の北半に位置する，現在は西側の丘陵裾に「土井」• r畑中~ • I清水谷4、束側

の小田川南岸の自然堤防上に―上生ーの集蕗がみられ、中央部分は一部 L場などで宅地化されているも

のの、大半は水田として利用されている。調在の対象となるのはこの耕作地で、対象面積は南北730

m、東西730mのおよそ33haである。

昭和48年度の分布調査では、丘陵裾部の集落の中で遺物の散布が確認されていた。今回の調在に先

立って改めて現地踏査をおこなった結果、周知されていた以外に小田川近くの士生集落近隣でも遺物

が採集された。このため、確認調査にあたっては対象地区内に広くトレンチを設定し、遺跡の範囲と

性格を確認することとした。 トレンチは2X4mを50本と 1X5mを2本の合計52本、 410出を現地

の地形を参考にして第 3図のように設定した。調在は人力で掘削して行い、排士は耕作tとそれ以F

を分別し、両者が交じらないように配慮した。また、調査終了後はランマにより数段階に分けて士を

締めながら埋め戻しを行った。

遺跡名は「清水谷遺跡ほか」と集落名を冠して呼んでいるが、調在対象地内には第2図に示したよう

に、 「土田（つちだ）」・「柚ノ木（ゆのき）」 ・「岡崎（おかざき）」・←流田（ながれだ）」・ r松木（まつき）」 ・

「中原（なかはら）」・「東原（ひがしはら）」・「一本木（いっぼんぎ）」・「八反田（はったんだ）」・「梅木（う

めのき)_J • 「浅後（あ

さご）」 ・「敷田（しき

でん）」 ・「柳原（やな

ぎはら）」 .-上原．

福島（うえはら．ふ

くしま ）」 • 細野（ほ

その）」の15の小字が

見られる この呼称

と境界が現在も使用

されていることか

ら、 トレンチの位置

や遺跡の範囲を示す

際にはこれを用いて

表記することとす

るP

調査地区周辺の小字地名 (1/8、000)
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第 3序 発掘凋在の概要

第3図 トレンチ配置 (1/6 .000) ー トーンは逍介対 ~Ki囲をぷす

第2節調在の概要

T 1 (第 4図） 中原地区に南北軸で設定した 現耕作 L以Fは微砂もしくは微砂打の層がみられ、
現地表面から約— 125cmの油抜15.55mの高さで砂練陪となる このことから本地点は小田川の氾濫原

であったと推察される遺物は第 1...._., 5居で近世陶磁器の破片がわずかに出卜．しているが、いずれも

-6-



第 2節凋在の概要

f::.砂とともに L流からの流れ込みと判断される

T 2 -T  4 (第 5"" 7図、図版3・8) I:. 田地区に東西軸で設定した。 T2は遺物包含層（第5・6

附）を挟んで、現地表面から一62"-'66cmで海抜19.26...___,19. 22mの第8層上面でピットを検出した

構埋士に灰褐色粗砂と賠灰色砂質士の一．種類があることからて時期以上のものが併存していると考え

られるが、共伴遺物がないため時期は明らかでない。遺物は第5・6層から弥生時代から中世のもの

が混在して出tしている 1は弥生時代前期の甕で表面の府滅が著しい 2・3は弥生J::器の甕であ

る。4・5は須恵器の甕の口縁部と胴部で、両者は別個体である S1は尖基気味のサヌカイト製の

鏃である。T3は現地表面からー35cmと一62cmで油抜20.96mと20.69mの2面の遺構面を確認した。

各遺構面の時期は、 日付は遺構出t遺物から古墳時代後期を中心とし、 F層についてはそれ以前と判

断されるが、詳細は明らかでなし 遺物は地表面にも多く散布しており、各層に少枯づつ含んでい

6・7は弥生土器の甕、 8は古墳時代前半の高杯である 9-12は古墳時代後期の須恵器で、 9

は第8層から出tした杯蓋、 10は方形の 二方透かしのある高杯、 11・12は甕の肩部付近の破片であ

る。13は鎌倉時代の卜師器椀、 14は中国製白磁碗である。S2・S 3は I:.下にツブレがみられること

から楔と思われる T4では、現耕作士以 Fは粗砂と粘士が互層で堆積しており、 T1と同様に小田

川の氾濫原であったことが推察される 遺物は第

4層の砂附中に幕末から明治ごろの陶磁器を多く

含み、弥牛±器もわずかにみられる。15は弥生士

器の高杯、 16は高高台の肥前系磁器碗、 17は備前

焼の揺鉢である。いずれも幕末ごろの洪水によっ

て上流から流れてきたものと判断される。

T 5 (第8図、図版3) 一本木地区の北東端に

東西軸で設定した。現地表面からー37cmと一66cm

で海抜17.8mと17.51mの2面の遺構面を確認し、

ピッ トを検出した出士遺物は弥生上器の小片が

あるのみで遺構面の時期は明らかでないが、 T

遺

る

A
 F---

゜
u 

゜ ゜゜゜ ゜c 

i
 

レごl@ ¥. 

_A_ B 20-Dm 

~ 三こ才□三二l
]m 

1 . 暗/1(色土 （現耕作土）

2. /1(色土（整地土）

3 褐I仮色粗砂

4 黒褐灰色土

5

6

7

8

 

暗褐I仮色土（包含層）

黒褐色砂質土（包含層）

里褐色士（ヒット埋土）

にぶい橙褐色J:

ー7 ＼ 2 
1

2

3

4

5

6

7

8

9

 

暗灰色上（現耕作t
灰色徴砂

灰褐色微砂

褐I火色徴砂

褐1-i..色砂質土

褐1-i..色粘性砂n土
褐I仮色砂質t
褐l.f._色粘性砂n土
褐IA.色砂礫

／ し二
4 3 

,;:Ji}', l ¥ I瓢
iヽ：ふ 謬；、ミ茫

5 

息且＼
S1 <.:'."::> 

O 5cm 

0 10cm 

第4図 Tl断面 (1/60) 第5図 T 2 平 •断面 (1/60) と出土遺物 (1 /2 ·1/4)
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第3京発掘調査の概要

,A . ~ 

A
_
 

B 21.~m 

1 . 暗灰色土（現耕作 t)

2. 黄灰色砂質土
3.'こぶい黄褐色砂質土
4. 灰褐色砂咲土

5. 黒色土（ピ I卜埋土）
6. 黒褐色土（ピ I卜埋土）

7. 黒褐色土（ピット埋土）
8. 黒褐色土（ビット埋土）
9. 黒褐色砂質七（包含lyf)
10. 灰色砂賃士（ピット埋土）
11. しこぶい黄灰色粗砂

12. 黄色帖質土

／
 

,--13

>

-
14

O 10cm 

~ 尺こ

t9Q~ 

9・Tl0の状況から F面は弥生時代頃と推

察される。

T 6・T 7 (第9・10図、図版3・6)

柚ノ木地区にT6を南北軸に、 T7を東西

軸に設定した。 T6・7の遺構面は現耕作

士のほぼ直下で確認され、丘陵上部からの

流出土と考えられる粗砂上に築かれてい

る。 T6の遺構面は、現地表面からー24cm

の油抜22.32mで確認された。第 4附から

出土した18の須恵器の杯蓋から遺構の時期

は古代以降と判断されるc 19は須恵器の杯

身である。 T7の遺構面は，現地表面から

-25cmの海抜21.55mで1面確認されたが、

逍構に切り合い関係がみられることから二

時期以上の遺構が併存していると考えられ

る。遺物は第 1・2層から弥生時代から近

世のものが混在して出土しているが、 トレ

ンチ中央で検出した溝の底面から古墳時代

後期の須恵器が出上しており、検出した遺

構はこれ以降のものと判断される。 20は同

じ溝の上層から出上した弥生時代前期前半

の壺の破片で、 21は須恵器の胴部である。

:!!_ E 16.9m 

--~ ——ー ;J

2m 

］．暗l仮色土（現耕作土） 4. 白色細砂（包含/ti)
2. 明橙色土（床土） 5. 11<. 色粘土
3. にぶい黄出色砂質土 6. 黄出色粗砂

0 5cm 

第6図 T3平•断面 (1/60) と出土遺物 (1/2•1/4)
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第2節調在の概安

A 

『
B 

I ゜゜
~゚~\j 

゜Q 0 Cr 

＼ ゜？ 
~18,Jm 

和

I . Ii<. 色七（現耕作土）

2. I火褐色 t
3. にぷい黄褐色砂'tt上
4. 暗褐灰色粘性砂1t.±(I::'.°I卜埋土）

5. Iこぷい黄褐色粘性砂質土

6. 賠褐色砂ia
7. 暗褐灰色砂煩七（ピット埋土）

8. にぷい黄1-J<.色砂代土

第 8図 T5平•断面 (1/60) 

A 

丁 ←

ー
ー
＼
ギ
ー ゜
A
-

B 22.0111 

--―-ニテ

2m 

1 . 暗l仮色土（現耕作士） 4. 褐I灰色粗砂

2 ~ 色土 5. にぶい黄褐色

3. "-¥褐色土（遺構坪土） 帖i'lt

~r1 <
? 20 

鬱'))

-.' -~-
戸 =----11

~r'~ 
_A_ 8 ZVm 

□ 
1 . 暗11'..色土（現耕作土）

2. I仮色土

3. 黒／火色土（ビ I卜埋土）

4. 黒色砂礫（包含層）

5. にぶい黄色砂礫

＼ ＝ 18 O 10cm 19 

第9図 T6平•断面 (1/60)と出土遺物 (1/4)

A- ～、」

_h7t 

L 
□ 9 g I 
上— _J

_A_ 

゜
2m 

1 . 暗灰色土（現耕作土）

2. 11'. 褐色土

3. 黒褐色粘炊土（ピ 1卜埋土）

4. 黒褐色土

5. 11'. 褐色砂質土

＼二三二~(~-, 
にし一
ヽ ． ； ーと~_:.> 

22 

6. にぶい黄褐色

砂質土

7 明黄色粘伐土

8 にぷい灰黄色

粗砂

--t? 

゜
21 10cm 0 10cm 

第10図 T7平•断面 (1/60)と出土遺物 (1/4) 第11図 TB平•断面 (1/60)と出土遺物 (1/4) 
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第 3~ 発掘戯介の概要

20の壺はあまり表面が摩滅していないことから、本地点に近いところに該期の遺構が存在する可能性

が高い。

T 8 (第11図、図版 7) 柚ノ木地区に東西軸で設定した。現地表面からー28cmの海抜21.18mで遺構

面を確認した。遺構の時期は明らかでないが、弥生時代から古墳時代の遺物が第 1・2層で出tして
いることから、古墳時代以降と判断されるまた、 日曽断面で第6層上面の東側で落ち込みがみられ

る。平面では検出できなかったが流路になると推察される。この落ち込みの時期は、第 6層以下の堆

積が一本木地区で確認した微高地堆積土と近似していることから、弥生時代の可能性がある。22は弥

生土器の甕の底部で外面に文様状の沈線がみられる。23は須恵器の高杯の脚である。

T 9 (第12図、図版3・7・8) 一本木地区に東西軸で設定したー遺構面は4面確認され、 Lから

現地表面からー20cm、-35cm、-53cm、-92cmで海抜18.3m、18.15m、17.97m、17.58mである。ト

レンチの北東隅で検出した一辺約50cmの方形の士凛は、ほぽ同時期の整地層と考えられる第3層から

掘り込まれている，t披底面の中央と西、南の隅部分には完形の土師器小皿が並べられてした 遺構
面の時期は第 3層中に14世紀代の 1:器が含まれることから、最 I:面が室町時代と判断され、最F面は

TlOの状況から弥生時代前期ごろと推察される 24-33は±師器で24-26は椀の口縁部、 27は椀の高

台部、 28は皿、 29-32は小皿、 33は鍋である。34は中国製の白磁碗、 35・36は弥生士器で35は中期の

壺、 36は甕である I 1は中実の鉄製繋である。 29-31の小皿は±城から出士したもので内面に仕上

げナデ、外面にはヘラ切りの痕跡がみられる
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第2節調介の概要
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第 3章発掘潟介の概要

一：忠ヰ字・ こ豆ニン51 

I 

＿―-／―- 一戸•一-•<>•一.、 ~-塁 息~ S7 S8 

封 0 5cm 

54 10cm <'.'. 二> S6 

第14図 TlO出土遺物 2{1/2・1/4)

TIO t__第13・14図、図版 1・2・6"--'8) 一本木地区の中央部分に東西軸で設定した 現地表面か

らー21cmとー32cmで、海抜18.18mと18.07mの2面の遺構面を確認した第4層は古墳時代後期の遺

物をわずかに含んでおり、上層の遺構はそれ以降と判断されなまた、下層で検出した遺構は、埋七

の状況からから二時期以上のものがあると推察される。下層で検出した濶は、幅115cm、探さ約50cmで

埋士中に士器や石器を多く含んでいる、 この渦は士層断面の観察から 1回以上の掘り面しがみられ、

37の甕は第8層F面で出上した渦の南側ではやはり第8層近くで炭と焼土、サヌカイトの石屑がま
とまって検出され、土器もこの部分で比較的まとまって出七した。 37-49の甕と50-53の壺、 S4-

S8の石器は構出士の遺物である 54は古墳時代後期の須恵器の壺である 37の底部外面には籾痕が

みられる 弥生時代前期の甕の胴部の沈線はいずれも 1本づつつラ状［具で施文されている 壺50・

51は同一個体の可能性が高いが、 50は4条の突帯をを巡らせそれらに直交するように棒状の浮文を 4

本貼り付けている。 S4はスクレイパー、 S5・S 6は鏃、 S7は楔、 S8は錐であるこれらのほ

かに構の南部の埋士を水洗選別してサヌカイトの石屑42.38gを抽出した

Tll (第15図） 一本木地区の束端に南北軸で設定した 現地表面から約ー30cmの海抜約17.2mでT

10で弥生時代前期の遺構が築かれた基盤層と同様の第4層を確認した しかし、弥生時代から近世の

遺物が地表曲にわずかに散布しているのみで、遺構は検出されなかったC 第4層上層に堆積している

第2・3層が砂か砂質 I::であり、 TIOの地点とは現地形でも約90cm低いことなどから小田川の氾濫に

よって遺構が削平されたものと推察される

T12-T15 (第16~19図、図版 3·4 · 7·8 ) 岡崎地区の西側にT12・T 13、Tl4・Tl5を東側

にそれぞれ東西軸で設定した Tl2は現地表面から-95cmの第15層までは近世以降の水田耕作tと造

_i__ N 17 Sm 

~ 三――；三二三
L~-~--~:--7----」
暗灰色上（現耕作土 3. 1-f. 色細砂

暗l.f.色砂nt 4. にぶい黄色粘牧土

第15図 Tl 1断面 (1/60) 
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成tで、遺物もここまでで弥生時代から近世の

ものが混在してみられる 出上遺物の多くは近

隣から持ち込んだと思われる造成上の中に含ま

れている 55は古墳時代後期の須也器の杯身、

56-59は古代の須恵器で、 56は裔台付の杯身、

57・58は杯蓋、 59は鉢で、 60は古代の卜師器椀

である， 61-64は近世の備前焼で、 61は4つの



第 2節逍介の概要
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］．暗I仮色土（現耕作士）
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3. 青灰色砂質 t
4. 暗/1<.色土

5. 褐9仮色砂質上（包含層）
6. 暗褐9灰色土（ピ• ト埋J:)

7. 灰色粗砂

8. i炎青灰色細砂
9. 褐灰色土（包含層）

10. 賠11'.色砂it土

11. 暗I火色t
12. 黒／仮色上（包含層）

13. 淡青l仮色上

14. I仮褐色砂質 t
15. 明橙色 t
16. 淡オリープ1仮色微砂

17. 褐灰色細砂

18. 褐/-A,色粗砂

a. 暗梨

-—ク
55 

-

一56 
[57/58/
59
 

63 

軸受けをもつ灯明皿、 62-64は拙鉢で63は口の部

分である。 65は近柑の燻し平瓦、Clは表面の序

滅が顕著な分銅形卜製品である Tl3・ Tl4は現

耕作土の直下で遺構面を確認したc T 13はビット

内から古墳時代後期の須恵器の甕片が出上し、第

l層までに同時期の遺物しかみられないことから

該期の遺構と判断される また、現地表面から約

-110cmの梅抜22.9mで明黄灰色粘質 l:-.の安定し

た面がみられ、さらに F附に遺構が存在する可能

性もある T 14では第 l層中に古墳時代から近代

の陶磁器類が出上したのみで遺構の時期は明らか

でないが、 Tl3の状況と近似することからほぼ同

時期と推察される また、ここでは南側から北へ

下がる斜面堆積の状況がみられ、本地点より南側

の流田地区の北部が尾根状の高まりであることが

想定される TISは現地表面からー50cmの面でマ

ンガン分の固結面があり、それ以下については調

64 
~ 
61 

|

,

/

-

•• 

I 

Cl 
0 5cm 

第16図 T12断面 (1/60) と出土遺物 {1/2• 1/4)
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第 3序発掘講介の概要
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第18図 T14平•断面 (1/60)

I H,r/f.. 色土
（現耕作わ

2. lli'f/f. 褐色土

（ビ／卜埋 I:)
3. ~.\褐色土
4. 暗褐I仮色粗砂

5. 明黄色粘nt:
6 . If. 褐色砂竹上

7 I仮色粗砂

在できなかった 遺構面は

現地表面からー34cmの海抜

20.25mで 1面確認され、粗

砂を埋土にもつ幅約85cmの流

路を検出した 遺構の時期

は、第 5層直上で弥生時代か

ら古代・中世の遺物がみられ

ることからそれ以降と判断さ

れる 66・67は須恵器の甕の

胴部、 68は古代の七師器の甑

の把手である S9は石鏃で

ある
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＇ 9/9、 9

‘,[

T16・T17(第20・21図、図

版 4) 八反田地区に東西軸で設定した Tl6は

現地表面から一86cmの海抜18.25mで、 T17では

-56cmの海抜17.96mで黄色粘質 Lの比較的安定

した面を確認したが、明確な遺構は検出されな

A
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5. 褐l仮色マンガン沈lrl怜
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第20図 T16断面 (1/60) 
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第2節凋在の概要

かった この層はTl6では1厚さ16cmなのに対してT17では60cm以上と肛い また、この層の上には粗

砂か砂質rが水平に堆積しており、現在見られる畦畔がTl6からTl7にかけて大きく孤を描いている
ことから、洪水によって上面が削平されていると推察される 出土遺物はTl6では第3・5・7層で

J: 師器の小片がみられるものの時期のわかるものはない。T17では古墳時代から中世の上器が第 1. 

21怜で出±:している いずれも、後枇の硫れ込みと判断される

T18 1第22図、図版2・8) 一本木地区に南北軸で設定した。遺構面は現地表面からー18cmの油抜

18.05mで1面確認された。遺構の坪 I:.に第3・4層Lの二種類が見られ、両者に切り合い関係がみ

られることから 2時期以上の遺構が存在するものと推察される トレンチ中央南で検出したP2は埋

士に炭と焼卜を多く含んでおり、 P3などの柱穴が存在することから竪穴住居の中央穴と考えられ

る また、東様のp1と北壁のP4は底面の高さと断面形が近似することから渦になると推察され、

P2やP3とともに竪穴住居に関連する遺構の可能性が高い。出±造物は第 1陪中に弥生時代から中

世のものが散見される。図示したS10の石鏃はp1から、 S11-S19はP2から出卜したものであ

る， P2とP3の埋士中には調在中に石器のほかに石肘や剥片がみられたため埋士をすべて水洗選別

したその結果、 P2からはS11-S13の鏃と S14-S17の錐、S18・S19の楔のほかにサヌカイト

の石屑と剥片96.35g、メノウの石肘37点， 1.15gが出士したC p 3からはサヌカイトの石屑2.64gと

チャートの石所 l点.0.14g、メノウの石屑2点が出七した 多最の条l片• 石屑が出卜したことから

石器製作が行われていたことが想像されるが、メノウ片の出tから E作りも行われていた可能性もあ

A 

~~.:11 1「 ~ 

,1 ,r 
v-

r=if1 I 、, r OP3 

＇ヽ y

"=) . 「勺/
コヽ

S14 

'/ j 
-=:::::::r-← ~-」

/.,, ヽp4 ----r---

工＞
<- 1ヽ~ 

B 18ヽ m

4-
A 

1 . 暗1-k色士 I現耕（乍土）

2. If.. 色t
3. 暗11;:褐色土 （遺構埋上）

4. If.. 褐色上（遺構埋土）

5. にぶい黄If..色粘性砂質土

6. にぷい黄灰色微砂

7. にぷい黄l火色粘質土

8.'#,/火褐色土(P2埋土）

9. I火褐色土(P2埋土）

10.'M紺色±(P2埋J:)

11. にぷい黄11<.色土(P2埋士）

12. 暗l-1<.色J:(P2埋土）

£:;::.-:> 

岱＞

0516Q̀
 

Im 

0
5
1
7
 
h
且][
 

月
ふ

一
Cl= S18 

こ Vこ

嘉い喜 尋もい塵 △ーい靡｝ ー△い3
S19 

0 S10 <> S11 <::)>- S 12 = 513 0 5cm 
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第 3章発掘調音の概要

る。これらの遺構の時期は、ピット内出土の土器が小片のため明らかでない。しかし、本トレンチよ

り北西に位償するTIOで検出した弥生時代前期後半の構からも同様にサヌカイトの石屑が出tしてお

り、これと同時期の可能性が高い。

T19 (第23図） 八反田地区の北西に東西軸で設定した。遺構面は現地表面からー28cmの海抜17.86m

と一62cmの17.52mの2面を確認した 遺構の時期は、 トレンチ内で弥生時代から中世の遺物がみら

れるが層位的に明らかでなく、遺構埋ビや堆租層の状況から上附の遺構は中世以前、下層のものは弥

生時代ごろのものと推察される。本地点はTIOやTl8で微高地を確認した一本木地区のすぐ南側に位

置する。微高地堆積土に近似する第 6層J:::.面でピットが確認されたことから、微裔地がさらに南へ広

がると考えられる。 69は弥生時代後期の壺だが、表面がやや序滅しており流れ込みの可能性が高い

T20 (第24図、図版4) 一本木地区の東端に東西軸で設定した。遺構面は確認されず、砂と砂質七

が薄く数層に堆秋し、現地表面から一120cmの梅抜152mでは砂礫脳がみられる＾これらのことから

本地点は氾濫原で微高地はここより西側までと判断される。

T21・T22 (第25・26図、図版6) 八反田地区の東部に東西軸で設定した T21は遺構面は確認さ

れなかったが、第5層上面で縄紋時代晩期の突帯文士器(70-72)が出土した この L器はまった＜序

滅しておらず、この層の上面が該期の生活面である可能性もある＾第7層は微砂層で砂中に長さ Im

以ヒ、幹径30cm以上の流木を含んでいる。 73は弥生士器の底部で第4層から出土した。T22も遺構面

は確認されなかったが、現地表面から約―116cmの梅抜約16.9mの第8層まで弥生時代前期の土器が

出 I::する。微高地堆積層や水田層と思われる層は確品されなかったが、第9.....__,11層には炭が非常に多

く含まれている 第12層には木片や植物質を多く見られ、湿地状を星していたと考えられる

T23 (第27図） 一本木地区の南東に東西軸で設定したC 遺構は確認されなかったが、現地表面から

-53cmの海抜15.76mで砂礫層となり、それ以ヒも小礫を含んだ砂質七層が堆積していることから小

田川の氾濫原であったと考えられる。

T24-26 (第28.....__,30図、図版4・7・8) 流田地区にそれぞれ東西軸で設定した。 T24では第5層

が造成上で、第6-----9層は粘土と砂が互層に堆積していることから、渦の埋Lの可能性がある これ

らの層は第 9層上面で近世頃の木組みの賠渠状の構造物がみられることから、第 7層までは近世以降

の堆栢層と判断される第10層はグライ化が顕著だが、非常にしまりがよいため、この面に遺構が存

在する可能性がある。 T25は第 7層L面で比較的固く締まったマンガン分の固結面がみられるが、造

構は確認されなかったしかし、同様の状況でT26では遺構が築かれていることから、この周辺に遺

構が存在する可能性は高い また、第 6層は弥生時代から古墳時代の遺物包含層で、 T26の第 7層に

対応するものと判断される。 T26では現地表面から -90cmの海抜約20.2mで遺構面 l面を検出した。

遺構の時期は第7層包含層の出上遺物から古墳時代後期以降と判断される 75は弥生七器の甕、 76-

78は古墳時代後期ごろの須恵器で76は裔杯、 77は壺、 78は甕である 79は中世の卜師器の台付皿、 80

は屯山焼の拙鉢である S20・S21は鏃と楔である C

T27-T29 C第31.....___33図、図版 8) 梅木地区にそれぞれ東西軸で設定した T27・T28ともに遺構

面は確認されなかったが、 T27では現地表面から約 90cmのOO抜18.0mで黒色粘質士を確忍した こ

の曲より上層には砂や砂質 Lの堆積がみられることから数回にわたって洪水に見舞われているものと

判断される。T28では現地表面からー105cmの海抜16.95mで比較的安定した面を確認したが、この L

附は粘性の強い tが堆積し、 T27とはやや状況が異なっている T29は現耕｛乍t以下は基本的に黄褐
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第 2節潟在の概要

色系の砂質士がJJ<堆積しており、現地表 F-150cmまで調介したがほとんど変化はみられないC 本

地点が土牛集落のすぐ西に位置することから、小田川の自然堤防の堆積層と考えられ、明確な遺構面

は確認されなかったが本地点よりさらに東側には遺構が存在する可能性が高い。
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第 3(t 発掘凋介の概要

T30・ T31 l.. 第34・35図、図版4・8) 松木地区北部に東西軸で設定した。 T30は松木池の堤防の

すぐ東裾にあた り、現地表面から一35cmの梅抜23.47mでマンガンの固結面を確認した。 この面には

弥生時代から中世の土器が固結していたが、遺構は確認されなかった。S23は全面を研磨して加工し

た不明石製品である。厚さ7mmと薄く、側辺が緩く孤を描き、底面は平らでなく安定していない。 T

31は現地表面から一100cmの海抜20.7mで黄色粘質 Lの安定した遺構面を確認した。遺構はこの面を

えぐって粗砂を埋上にもつ幅2m以上の流路と、それが埋没した後に築かれたピット がある これら

の遺構の時期は出上遺物がないため明らかでないが、第 1,..,,_, 6層までで古代～中世の遺物がわずかに

出土していることから、それ以前と推察される。
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第2節凋介の概要
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第35図 T31 平•断面 (1/60) 

T32-T36 (第36-----40図、図版4 浅後地区にそれぞれ東西軸で設定した T32はT31とは県道を

挟んで近接している C しかし、 T31で確認した遺構面を形成している黄色粘質七は確認されず、現地

表面から一70cmの油抜19.45mで黒色 I::.がみられ、この層より上位には砂や第6層のように砂がレン

ズ状に堆積しており、本来は黒色Lの上にあった黄色粘質士が洪水で削平されたものと判断される。

遺物は81の弥生時代中期の壺が 1点出士したが、流れ込みと考えられる T33は現地表面から一58cm

の海抜約18mで比較的しっかりした面を確認したが、遺構はみられなかった しかし、第5-----7層の
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第 3章発掘調査の概要

堆積する南西にむかって下がる浅い搾みがみられ、これが流路になる可能性がある。遺物は第4層以

上で古墳時代から近世のものが出±:しているが、いずれも流れ込みと考えられる。 T34はこの北にあ

るT28の状況に近似して締まりのよい粘質土の堆積がみられるのみで、遺構面は確認されなかった

遺物も耕作土近くの層で中世の士器がわずかに出土したのみである。 T35は現地表面から一50cmの海

抜約17.3m以下は砂で埋没した流路が幾重にもみられ、何度も洪水に見舞われる不安定な土地であっ

たことがうかがえる。また、一80cmの梅抜17.0mでT32などでみられた黒色士がある。遺物は第3層

以上で古墳時代から中世のものがわずかに出上しているが、周辺のトレンチ同様に流れ込みと考えら

れる。 T36は現地表からー45cmの海抜17.32mでT35の第6層に対比される層が確認されたが、黒色

土は確認されなかった。灰褐色粗砂附はT35では約30cmの財さだったがT36では50cm以上の厘さがあ

り、東側に地形が下がっていることがわかる。

T37 (第41図、図版8) 松木地区の南部で東西軸に設定した。士層の堆積状況から地形は北東に依

斜しており、本地点が斜面部にあたっていることがわかる。遺構面は確認されなかったが、現地表面

から約ー28cmと一40cmで遺物の包含階を確認した 9 日層の第3層中には弥生時代から中世の遺物がみ

られ、下層の第 5層では弥生時代から古墳時代のものが比較的多く含まれるが、いずれも小片で表面

の摩滅が顕著である。これらの遺物から、現地形でトレンチの南側は数十cm高く、現在は畑と宅地と

して利用されているが、本来はこの高い部分に遺構が存在していたと推察される 図示した遺物は、
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第2節調介の概要

82-84が弥生時代後期の斐、 85が中世の上師器

椀である C2は円板形ヒ製品で、弥生±器の

甕の胴部片を転用して周辺を打ち欠いて作って

し、る

T38 (第42図、図版2) 松木地区の南部で、

尾根線に対して平行する東西軸で設定した現

地表面からー75cmの海抜21.76mでマンガン分

が固粘した遺構面を確認した。この面の直上に

堆積した第 7層中には弥生時代から古墳時代の

上器の小片がみられるまた、遺構面の基盤層

となる第15層は砂質土でF層ほどしまりが悪く

なる 遺構面には大型の柱穴とい廣、竪穴住居

がみられるく怒穴住居はトレンチ束端で北西部

部がわずかに検出されたのみだが、検出状況か

ら平面形は方形を坦すると考えられる 埋土は

15cmのみ残存しており、床面の裔さは而抜

21.66mで、煎際には輻約15cmの熊体憚が巡る

土漿はトレンチの南咽部分で検出された 一部

分のみの検出なので全体の規模は不明だが、楕

円形を呈すると推察される 埋卜は賠掲灰色士

の単陪で、検出面から約40cm堆柏している 底

面は比較的水平で、洵抜高は約21.4mである

柱穴は6基検出された これらの柱穴の平面形

は楕円形か円形を呈し、掘り方の規模は大きい

もので76X50cm、小さいもので50X45cmとまち

まちである 深さは確認できたもので、 PSと

P6が40"--45cmとやや浅く、そのほかは50------60

cmである また、柱の規模は径約25cmほどで、 第41図 T37断面 (1/60)と出土遺物 (1/2・1/4)

これを掘り方のほぼ中央に垂直に立てて箪層で

埋めている これらの柱穴は、柱の通りが一直線にはならず、柱の深さや規模も規格性に乏しい。し

かし、柱間距離が約 lmでほぼ等問隔であり、埋 Lの色調や柱の構築方法を考え合わせると同時に築

かれた11J能性が高く、これらの柱穴を用いて掘立柱建物になると判断される

以上、検出された遺構 1)時期は、柱穴から古墳時代後期の須恵器杯片が出上しており、上層の包含

陪の遺物を参考にすると、すべての遺構がこの時期ごろと推察されるこまた、柱穴P4と住居の切り
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84 

t 土二;¥

゜ 85 

合い関係から住居は建物以降につくられたことがわかる

T39 (第43図、図版8) 敷田地区の北西部に東西軸で設定した現地表面からー40cmの海抜19.74m 

で暗褐色の粗砂で埋没した流路を検出した この流路の肩はトレンチ内では確認できなかったが、埋

土の第5・6層が南東に向かって傾斜していくことから流路本体はトレンチの南にあると考えられ
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第 3章発掘戯介の概要
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0 5cm 

T39平•断面 (1/60)と出土遺物 (1/2) 

この流路の時期は、その FJ"Mの第7I科中に弥生土器を包含していることからそれ以降と判断され

また、現地表面から一104cmの海抜19.lmでT32やT35の最 F層で確認した黒色七がみられる

ホした石器は調介中に出 tしたため出士附位は明確でないが、石器の人っていた日釘等から流路に帰

属すると考えられる S24・S25はスクレイパーで、 S24は縦長の剣Jt-の周辺を粗く加［してメj部と

る

る 図

つまみを作り出している打点部分にはn然面を残している，、
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第 2節調介の概要

T40-T43 (第44"-'47図、図版4) 敷田地区に東西軸で設定した" T40は現地表面からー44cmの海

抜17.88mで遺構面を検出した。遺構は賠灰色土で坤まったビットで、いずれも 3"'4 cmと浅く残存

状況は悪い。この遺構の築かれた第4層以下には第5附の粗砂層が約40cmの形さで堆積し、そのさら

に F層の現地表面から一100cmの油抜17.32mでT39の最F層でみられた黒色七（第6層）を確認した

遺構の時期は、埋 Lの状況から推察すると古代以前と考えられるが、図ホした須恵器の高杯86が第3

層から出tしている以外には時期のわかるものが少なく明らかでない- T41は現地表面からー38cmの

油抜17.46mで流路の東Mを検出した また、第6府が粗砂層で第8層もグライ化が顕著であること

から、検出した流路以前にも氾濫原であったと推察される 出い遺物がないため流路の時期は明らか

でない。T42では遺構面、遺物は確認されなかった 現耕作十以下はマンガンや鉄分の多い粘質上が

f't-<堆積しており、水田化される以前は揺地状を閑していたと推察される。T43は昭和40年代に敷田

地区より南側で行われた圃場幣備の際に同時に整備が行われており、現地表面から一40cmで1B耕作±

を確忍した IB耕作七以 Fは、調介停止面の約ー120cmの深さまで灰色系の粘質士が薄く堆積してし

る これらの層は砂を含んでいるJ付もみられることから洪水層と水田層の互層と判断され、過去数阿

にわたって洪水に見舞われていると推察される。

T44 (第48図、図版5) 浅後地区の東端に東西軸で設定した。現地表面から約ー20cmで賠褐灰色 l::.

の第3層を確忍し、これ以下の第4"'6層も同質の卜で西から東へ依斜して堆栢しているこの堆栢

t-. はT29で確認した堆秋t-ーに非常に近似しており、本トレンチの西側の集落の営まれている自然堤防

上からの流出しと推察される しかしながら、この堆栢が自然堤防の斜面部分の自然堆栢なのか溝状

の遺構の堆栢いなのかは明らかでない。ただ、このすぐ東側には小字の境界になっている南北方向に

流れる用水があり、第6層が集格に近い西側部分のみグライ化していることを考えると、遺構の埋栢

上である可能性も否定でない。 87・88は亀山焼の鉢と甕で、第 3・4層から出上した。

T45・T46 (第49・50図） 柳原地区に東西軸で設定した T45は現地表面からー45cmの海抜約15.9

mでしまりのよい砂質士層がみられたが、遺構は確認されなかったe この層より l::.には細砂所の第5

層がみられ、この層の上面からピットが掘削されている状況が、士層断面で観察される。出上遺物が

ないため時期は明らかでないが、周辺の状況から近世以降と推察される。 T46も現耕作土以下は砂や

砂質士が堆積しており、 T45同様に氾濫原であったと推察される

T47 (第51図、図版5) 上原．幅島地区に東西軸で設定した 現地表面から一62cmの海抜15.7mで

砂礫附を確認した。この上l曽には微砂質七が堆積しており、氾濫原であったと推察される

T48・49 (第52・53図、図版5) 細野地区に東西軸で設定した。 T48では現地表面から一17cmの海

抜16.24mでピットが掘り込まれている。出士遺物がないため時期は明らかでない。また、海抜約

16. lm以ドは賠灰色粘質上の第 7層が堆積しており、下層にいくほど黒色が強くなる。しかしなが

ら、近接するT49では第 7陪に対応する L層は確認されず、かわって第6層に対応できる層が油抜約

15.5m以Fまで堆積している このことから本地点の地形は東ヘドがっていき、第7層の状況から湿

地状を星していたと推察される。

T50 C第54図、図版5) T26で遺構が検出されたため、この遺構面の広がりを確認するため梅木地

区の西端に東西軸で設定したその結果、遺構面は現地表面からー47cmの面抜19.93mと一70cmの

19.7mの2面を確認した 遺構の時期は出上遺物が少ないため明確でない F層の遺構面の直上とそ

の上層の第8層に弥生時代から古墳時代後期の遺物がみられることから、下層は古墳時代後期ごろ、
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第 3章発掘潟介の概要
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第2節凋介の概要

上層はそれ以降で中世ごろと推察される，図示した89・90は弥生時代中期の壺、 91は中世の瓦質の危

山焼の拙鉢である。

T51 (第55図、図版 5) T38で遺構が確認されたことから遺構の広がりを確認するために、松木地

区の南部でT38のすぐ Fの水田に南北軸で設定したっその結果、 T38で遺構の築かれた層に対応する

層位は確認されず、本地点がすでに松木地区中央の谷にむかって下がる斜面部にあたると判断され

た しかしながら、現地表面からー100cmの海抜20.64mで遺構面を確認した。この遺構の時期は出土

遺物がわずかなために明らかでない。図示した弥牛時代中期の壺92は第12層、奈良時代の須恵器杯身

93は第8層から出士した，このことから、遺構の時期は弥生時代中期以降と推察されるまた、 第6

層上面から掘り込まれた攪乱層と判断した第5層は粗砂の中にマンガン分の沈着層が見られ、水田に
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第 3革 発掘調在の概要
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関連する溝の可能性もある＾

T52 (第56図、図版5) 一本木地

区で確認された微高地が、 Tl6とT

19でさらに南に広がる可能性が推測

された このため、微高地の広がり

を確認するためにTl6とTl9の問の

八反田地区に東西軸で設定した，そ

の結果、現地表面からー32cmの海抜

18.07mで流路と考えられる蕗ち肩

を検出した この肩は北へむかって

緩やかに下がっていき、細砂の混じ

る粘質卜の第3・4陪で埋没してい

る埋 Lの第3層と第2層中には14

世紀代の土師器がみられることから

室町時代頃の流路と判断される流

路の下層には黄灰色粘質上（第5層）が原＜堆栢しているが、微高地の堆桔土と比べて灰色が強い こ

れは、 1::.層の流路の影密でグライ化していると判断されるが、 一本木地区の微高地堆租 I:とは若干上
質が異なっており、微裔地堆積 Lとは断定できないc しかし、第 5層は調査停止面以下も50cm以1::.堆
積していることを確認しており、この陪が非常にしまりがよく安定していることを考え合わせると、

微高地の一部と判断できると思われる。
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第4な まとめ

今回調介した地点は、小田郡矢掛町里山田地内の北半に位置し、県党圃楊整備事業の計画されてい

る約33haのうち410rrfについて52本のトレンチを設定して確認調介を行ったその結果、［岡山県遺跡

地図 l第三分冊（岡山県教育委員会 1975) に掲載され、周知されている t井・畑中•清水谷の各集蕗

の遺物散布地の遺構の状況を確詔するとともに、新たに小田川にむかって東に伸びた微高地を確認し

た 以下、これらの成果にについてまとめる

確認した遺構は弥牛時代から中世にわたるもので、これらの遺構は第57図に示したように、大きく

調査地西側の丘陵裾の緩斜面上に営まれたものと東部の微高地上に営まれたものの 2つに分けること

ができるさらに丘陵裾部については松木地区の中央の谷によって南北に別れる（第2図参照）。

北西部地区は、ほぼ現在の県道西側の丘陵斜面部に位置し、北は士田地区から南は松木地区北部ま

でが範囲として相％する 本地点では、弥生時代から古代・中世にわたって営まれたと考えられる

ピット・溝・ 流路を検出した，包含層出tの遺物は多いが、遺構に共件する遺物が少ないため詳細な

時期が明確でない 遺構はヒ田(T2・T3)・ 柚ノ木地区(T6・T 7)と流田地区北部(T26)・ 梅木

地区西部(T50)の尾根線トーと、松木地区北部(T31)の谷地の 3地区に集中してみられる m

南西部地区は松木地区南部(T38・T51)が相％する T38を設定した地区は、西側の丘陵から延び

第57図遺跡推定範囲 (1/6.000)
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第4章まとめ

る尾根の先端部にあたり、古墳時代後期ごろの竪穴住居や土壊・掘立柱建物を確認した。本地点より

南には占墳時代の集落が確認されている里山田F谷遺跡が広がっており、今回検出した遺構もこれら

に関連するものと考えられる。また、 T38の遺構面の上附やT37で形成されていた包含層から、本地

点西側の尾根上には、弥生時代以降の遺構が存在していると推察される。

次に東部地区は、今回の調介で新たに確認した丘陵尾根線から延びると考えられる微高地である

この微高地は、一本木地区(T5・T 9・T 10・T 18)・ 八反田地区(T19・T52)が相当し、弥生時代

から室町時代の士壊• 構 ・ビット等を検出したーTIOで検出した猜の中からは弥生時代前期後半の上

器が比較的多く出七した。また、 Tl8では竪穴住居の中央穴と推察される±.凛から、 多量のサヌカイ

ト製の倒片•石屑とともにメノウ製のわ屑やチャート製の石屑も出±しており、石器の製作だけでな

くいの製作も行っていた可能性があり、本地域の弥生時代における他地域との交流や遺跡の性格を考

えるうえで重要であるさらにT9では現耕作l:.直下に室町時代の整地層を確認し、この整地面から

掘り込まれた同時期の±城を検出した。このことから、この周囲に建物等の遺構がつくられている可

能性は高い。微高地の範囲は、遺構の検出状況や土層の堆積状況、現地形から北限はT5まで、東限

はTllのの西までである。また、南限はT19・T52でピットや流路を検出しているが、あまり判然と

しない しかしT22では遺構も確認されないことから、 T19とT22の中間あたりまでと推察される

北限については工場や宅地で調査できていないが、柚ノ木地区のTBで微高地堆積士に近似した層を

確品していることからおそらく北西部地区と項なると推察されるしかしながら、 T9で弥生時代前

期の遺構が営まれた面が現地表面から約ー90cmと急檄にドがっていっており、東部地区と北西部地区

の間に流路が存在し、別れる可能性はある。以 Lのことから、微高地の規模は南北約16m東西は県道

までで約28mと想定される，

これらのほかに、敷田地区のT40やT41ではヒ°ット・流路を確認しているが、時期が明確でなく遺

跡の範囲としては不明だが、南西部地区の延長にあたることから汁意を要するだろうまた、七生の

集洛近くはT29やT44で自然堤防と考えられる状況を確認していることから、集落全体が遺跡として

理解できると考えられるが、今回の調在では遺構が検出されていないので断定はできない。

以上、今回の調査で遺構が検出された地点について簡単にまとめたが、これら以外の地区は小田川

や道々川の氾濫原や後背湿地であったようで、 トレンチでは広く砂層や砂礫刑あるいは黒色の粘質土

を確認した。しかし、確認調令を行った面積は調在対象面積のわずか0.1%に過ぎず、確認できた遺跡

の範囲はあくまでも推定であることは十分理解しておく必要がある また、調査した深さも地表面か

らー l-------1.5mで、遺構を確認できていない地点でも、探い位置には古い時期の遺構面が存在する

可能性は大いにある，実際T21では縄紋時代晩期のe器が序滅することもなく出土しており、近くに
この時期の遺構が＃在する可能性を示唆している

最後に、遺跡の名称について触れておく 今回調査した地区は、調在に先立って集洛名を冠して r消

水谷遺跡ほか」と遺跡名を付けて調介・報告を行った しかし、楳格名を冠した場合、一本木地区のよ

うに集洛から離れた地区では遺跡名を付ける際に支障が牛じる これを避けるため、岡山県では慣習

的に小字名を冠して遺跡名をつけている。今[u]の場合も梢水谷遺跡ほか Jの名称を変更して小字名を

冠して新たに名称をつけるべきであったが、逍構の存在する小字が多くあり、繁雑になる恐れがあっ

たため、この報告，~rでは遺跡名は変史せず、小字の地区名を用して記述したし 正式に遺跡名を付ける

のは今後の調脊によって、改めて考えていく必要があろう
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第 1表 トレンチ調査概要一覧表

調介区 遺構・包含層 I事 f定 遺 物

名 地区名 面数 種 類 深さ(cm) 海抜高Cm) 出来麻(rn) 量 時 代

T 1 中原

゜
L7.0 △ 近世

T2 上田 l ピット 28 19.58 21.2 0 弥生～中世
T3 土田 2 ビット 35 20.96 21.6 (Q) 弥生～中世

T4 1:田

゜
44 16.34 16.7 0 弥生～近世

T5 一本木 2 ピット 37 17.8 17.l △ 弥生

T6 柚ノ木 I ピット 24 22.32 22.5 c 弥生～近世

T7 柚ノ木 I ピット・潤 25 21.55 21. 7 0 弥生～近世
TB 柚ノ木 2 ピット・流路か 28 20.18 21. 7 

゜
弥生～古墳

T9 一本木 4 ピット・ t壊 20 18.3 18.3 つ弥生～中世
TIO 一本木 2 ピット・洞 21 18.18 18.3 つ弥生～古墳
Tll 一本木

゜
17.6 弥生～近世

Tl2 岡崎

゜
38 24.06 26.4 (Q) 弥生～近世

Tl3 岡崎 I ピット 20 23.85 24.4 

゜
弥生～古墳

T14 岡崎 I ピット 23 21.43 21.6 

゜
古墳～近世

Tl5 岡崎 I 流路 34 20.25 21.6 

゜
弥生～中世

Tl6 八反田

゜
19.5 X 

T17 八反田

゜
18.3 △ 古墳～中世

T18 一本木 I 住居か・ビット 18 18.05 17.6 0 弥生～中世
Tl9 八反田 2 ビット 28 17.86 18.l こ 弥生～中世

T20 一本木

゜
16.7 弥生

T21 八反田

゜
18.1 :;2) 縄文～古代

T22 八反IE

゜
18.l 0 弥生

T23 一本木

゜
16.3 △ 弥生

T24 洗田

゜
24.0 △ 近世

T25 流田

゜
48 21.23 22.7 △ 弥生～中世

T26 琉田 I ピット 50 20.56 22.7 ） 弥生～中世

T27 梅木

゜
18 3 △ 中世

T28 梅木

゜
17.9 乙 弥牛

T29 梅木

゜
17 9 ＜ 古墳～中世

T30 松木

゜
23 8 ，、 弥生～中世

T31 松木 1 ピット・流路 LOO 20.7 22.1 △ 古代～中世

T32 浅後

゜
19.4 △ 弥生

T33 浅後 1 流路か 58 18.0 18.2 △ 古墳～近世

T34 桟後

゜
18 2 △ 中世

T35 浅後 1 流路 50 17 3 17 8 △ 古墳～近世

T36 浅後

゜
17.8 X 

T37 松木

゜
28 21.84 24.3 、- 弥牛～中世

T38 松木 1 仕居・柱穴列等 61 21.88 22.4 
．・、
弥生～中世

T39 敷田 I 流路 40 19.74 20.l △ 弥生～古墳

T40 敷田 I ピット 44 17.88 18.2 △ 古代～中世

T41 敷田 I 流路 38 17.46 17.7 X 

T42 敷田

゜
17.7 X 

T43 敷田

゜
17.25 公 弥生～古墳

T44 浅後

゜
20 16.18 16.2 △ 古代～中世

T45 柳原 1 30 16.04 16.4 X 

T46 柳原

゜
16.4 、． 近世

T47 1:.原．幅島

゜
16.3 X 

T48 細野 1 ピット 17 16.24 16.2 ‘’ 
T49 細野

゜
16.2 ＼ 

T50 梅木 2 ピット 47 19.93 19.9 弥生～中世

T51 松木 1 ピット 100 20.64 22.4 ヘ 弥生～中世

T52 八反田 1 流路 32 18 07 18 3 ‘ 中柑

遺構・包含層の深さー 遺構・ 包含層の海抜高 はいずれか一方の最高所の高さを示す
遺物量 は整理箱半分以上を'=• 幣理箱 1 3程度をこ それ以Fを二でホす
，遺物の時代」は出土した遺物の時期を示す
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第 2表土製品一覧表

別種
蔽

号
掲

番

出土卜

レンチ

計測値 (mm.g) 

長さ 1 幅 1厚さ 1直昌
残存 備 考

C I I分銅形土製品 ITl2 160.0 188.5 112.0 168.0811 2 I表面摩滅顕著
C2 円板形士製品 T37 43.0 46.5 4.5 10.87 完形 弥生土器甕体部片転用、打ち欠き幣形

第 3表石器一覧表

掲載 出土トレン 計量値 (mm.g) 

番号
器 種

チ・遺構
石 材 残 存 備 考

長さ 幅 厚さ 重祉

s l 鏃 T2 サヌカイト 22.0 15.0 2.8 0.88 先端• 脚欠

S 2 楔か T3 サヌカイト 41.0 23.5 7.5 6.92 ほぽ完形

S3 楔 T3 サヌカイト 37.5 39.0 11.5 19.49 ほぽ完形

S4 スクレイハー TIO・ 澗 サヌカイト 58.0 29.5 8.5 11.20 ほぼ完形

S5 鏃 TIO・ 濶 サヌカイト 16.0 12.0 4.0 0.60 ほぼ完形

S6 鏃 TlO・ 構 サヌカイト 26.5 18.0 5.2 2.00 完形

S 7 楔 TIO・ 溝 サヌカイト 35.5 17.0 8.5 4.86 ほぼ完形

S 8 錐 TIO・ 溝 サヌカイト 24.0 15.0 4.5 1.25 先端欠

S9 鏃 Tl5 サヌカイト 27.0 18.0 3.8 1. 71 脚欠

S10 鏃 T18・P 1 サヌカイト 27.0 14.5 5.0 1.18 完形

S 11 鏃 Tl8・P 2 サヌカイト 22.0 14.5 4.2 0.68 脚欠

S 12 鏃 T 18・P 2 サヌカイト 23.0 16.0 4.5 1.01 ほぼ完形

S 13 鎌 T 18・P 2 サヌカイト 14.5 14.0 2.5 0.50 脚欠 未製品か

S 14 錐 Tl8・P 2 サヌカイト 20.0 11. 5 4.0 0.83 完形

S 15 錐 Tl8・P 2 サヌカイト 27.5 11. 5 6.0 1. 72 つまみ欠 先端摩滅

S 16 錐 T 18・P 2 サヌカイト 31.0 17.5 5.0 2.43 完形 先端序滅

S 17 錐 T 18・P 2 サヌカイト 33.0 12.5 7.5 3.04 完形 先端序滅

S 18 楔 Tl8・P 2 サヌカイト 24.5 7.5 5.0 0.98 破片

S 19 楔 Tl8・P 2 サヌカイト 11.0 22.5 9.0 2.35 破片

S20 鏃 T26 サヌカイト 17.5 14.0 3.2 0.58 先端•脚欠

S21 楔 T26 サヌカイト 25.0 31.5 9.5 9.39 一部欠

S22 鏃 T28 サヌカイト 28.5 14.0 3.4 0.93 完形

S23 不明 T30 不明 45.5 26.0 11.5 11.96 破片 表面研磨

S24 スクレイパー T39 サヌカイト 66.5 67.0 9.5 38.85 完形 有柄

S25 スクレイパー T39 サヌカイト 29.5 25.5 7.0 6.58 完形

第4表 鉄器一覧表

器利
出上
トレンチ

計贔値 (mm.g) 

長さ 1 幅 I屯量
残存 備 考

T 9 I 73.0 I 10.05 I 13.40 [先端のみ残存 I鉗化函著
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1 . 調査地遠景 1
（北西から）

2 調査地遠景 2

（北東の茶臼山城跡

から）

3. TlO (南から）

図版 1



図版2

1. TlO溝

土器出土状況

（南西から）

2. Tl8 (西から）

3. T38 (西から）
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図版5
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